
 

 

（参考３） 御幸森・中川 第 2回検討会議議事資料（抜粋） 

 

１．標準服に関する意見 

ブレザー 

・紺またはグレー 

・ダブル、襟なし（男女共用可とする）。 

・御幸森小と中川小の標準服の価格が異なることから、安価な御幸森小の価格に合わせる（上限

６，０００円くらいまで）。 

・校章は不要。（長年着用している間に剥がれたり、取れたりするため） 

・素材は裏地付き、伸縮性あり、ノンアイロン、形状記憶（活動時に児童が動きやすいもの） 

・袖のボタン不要（活動時に割れたり、欠けたりするため）。 

・名札収納のため、胸ポケット必要。 

・サイドの両ポケットにハネ（ポケットカバー）は不要。 

スカート・ズボン 

・ＬＧＢＴ対応用にスカートかズボンを選択できるようにする。 

・男女とも同じ丈になるように、膝丈の長さにする。 

・価格は４，０００円まで。 

・スカートは肩紐あり。 

・スカートのウェストに丈夫な素材のアジャヤスター、サイズ調整しやすいもの、マジックテー

プ式。（長期間使用することから、洗濯に耐えうる素材） 

・スカート内部の隠しポケット必要。 

・チェック等の柄入り。（他校の差別化のため） 

・スカートのプリーツは、手入れが楽な幅広にする。 

・素材は、伸縮性があるもの。 

・ズボンにボタンゴム調節を付けるなど、幅広いサイズに対応できるようにする。 

通学帽 

・男女兼用 

・キャスケット型など、成長しても違和感のないデザインにする。 

・洗える素材、形状記憶。 

・色はできるだけ濃い色。（紺、グレー／標準服と相性が良い柄（チェックなど）） 

・校章入り。 

ポロシャツ 

・校章なし 

・伸縮性があり、男女共用できるもの。 

体操服 

・襟なし。 

・綿混でなく、通気性の良いスポーツウェアタイプ。 

・男女兼用できるもの。 

・袖口が丸まっていないもの。 

・半パンは、膝丈。（ハーフパンツ） 

・ウェストゴム。（紐なし） 

・ラグラン袖にするなど、他校の違いがでるもの。 

・冬用ジャージは指定なし、又は、安価なジャージの指定。 

 

◆意見交換の場における意見 

 ・標準服の金額は、御幸森小の現在の金額に合わせて安価にしたい。 

 ・標準服と体操服を合わせて３万円以内におさえたい。 

・標準服の上着は、紺色を希望。 

・標準服は、白のポロシャツ（校章なし）。 



 

 

 ・標準服の半ズボンは、ＬＧＢＴに配慮し、膝丈にする。 

 ・体操服の長袖シャツ・長ズボンは不要ではないのか。 

 ・体操服の半パンにポケットは不要ではないのか。 

 ・体操服の半パンは紺色を希望。 

 

２．標準服に関する学校長の意見 

 ・通学帽は、安全・防犯の観点から、目立つ色（黄色）が望ましい 

・赤白帽の校章なし可 

 ・体操服の冬用長ズボンは指定なし可 

 ・体操服のハーフパンツのポケットは有・無のどちらも可 

 

３．標準服にかかる事業者募集する際の仕様 

 ◆事業者募集の仕様書内容 

 ・通学帽は、成長しても違和感のないデザインにすること（校章入り） 

 ・上着は男女兼用可能なもの、ダブルとすること（校章なし） 

 ・上着は裏地、胸ポケットあり、襟なし、袖ボタンなし、両ポケットカバーなし、とすること 

 ・上着の色は紺又はグレー、伸縮性があるものとすること 

 ・半ズボン、スカートは、上着と相性のよい色、柄（チェック柄可）、伸縮性があること 

・半ズボンは、膝丈とすること（スカート同じ長さ） 

 ・スカートは、肩紐あり、隠しポケットあり、ウェストにアジャスターあり、とすること 

 ・ポロシャツは、白色、男女共用できるもの、伸縮性があるものとすること（校章なし） 

 ・体操服シャツは、襟なし、男女兼用可能とすること 

 ・体操服半パンツは、紺色、膝丈、ハーフパンツとすること 

 ・体操服半パンツは、ウェストゴムあり、紐なしとすること 

 ・経済的であること（男女、1点ずつトータルで 30,000 円程度まで） 

 ・機能性に優れていること 

 ・着崩ししにくいこと 

 ・自宅で洗濯可能なこと 

 ・特定業者しか取り扱えない生地等は使用しないこと 

 ・隣接校の標準服と識別できること 

 ・対象児童数・・・令和 3 年度児童数見込み 347 人男女別の児童数未定（参考：令和元年度児

童数 396 名（令和 2年度から新入生分を対象とする） 

 ・令和 2年 9月以降において見本品を指定した場所・期間に展示できること 

 

 

◆事業者向け説明会における補足説明 

 保護者からの希望として説明する。 

 ・通学帽は、キャスケット型など、児童が成長しても違和感のないデザイン 

 ・通学帽は、形状記憶、洗える素材を希望 

 ・通学帽は、上着、半ズボン、スカートと相性の良い色、柄を希望 

 ・上着は、ノンアイロン、形状記憶など機能性に優れたものを希望する 

 ・半ズボンは、ボタンゴム調節をつけるなど、幅広いサイズに対応できるように 

 ・スカートは、キュロットスカートも可能 

 ・スカートは、サイズ調整しやすいようにマジックテープ式にするなどアジャスター機能が必要

であるとともに、丈夫な素材で長期間の使用、家庭での洗濯に耐えることができるように 

 ・スカートは、幅広のプリーツにするなど、手入れが楽になるように 

 ・体操服は、綿混合ではなく、速乾性のあるものを希望 

 ・体操服シャツは、袖が丸まっていないデザイン 

 ・体操服シャツは、ラグラン袖など、近隣校の体操服と識別できるデザイン 


